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むね上げ導体システムはJIS A4201（建築物等の雷保護）に塞づき、
笠木本体のジョイント部をコネクターで接続することにより、笠木本体
の 電気的接続を可能にし、 むね上げ導体システムとしての機能を発揮
します。

に突針 1 本あるいは 2 本で補えない場合、むね上げ導体システムを利
用することにより、より確実になります。また、単独 使用する場合は、突
針を使用しないで、 笠木を電気的接続により避雷できる設備ですの
で、 避雷設備費の節減と、施工も笠木の取付け完了後できますので、
施工期間の短縮が図れます。これらの要素を踏まえたむね上げ導体
システムは、壮観性も高く、数多くの機能を兼ね備えた製品です。

笠木を使用したむね上げ導体システムは、 突針を併用する方式と、 単
独に使用する方式を主としております。突針を併用する方式は、建築物

■部材仕様 ■付属部品 （単位個） ●旧JIS(l99l年）
質 仕 上 慌 考 lil名 適用笠木部 材 材

付属部品 Rコネクター 笠木幅175~250 : KLA型R コ ネ ク タ ー Al 100P-Hl4 陽極酸化皮膜
六角ポルト 4 笠木幅275以上 : KLE型六角ポルト ステンレス鋼 M8Xl6 六角ナット 4 ●新JIS(2003年）六角ナット ステンレス錆 MB 平 座 金 8 適用笠木平 座 金 ステンレス綱 呼び径8 ばね座金 4 KLE型、KLA型の全型式ばね座金 ステンレス錆 呼び8 （笠木の下部に慧火する可燃物がない場合）
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●笠木取付け後、笠木のジョイント部にRの ●Rコネクターを笠木に付属のポルト、ナット、 ●完了。 ■アース接続端子
中央が合うようにRコネクターを当てて、 平座金、ばね座金で図のように締付け、確実 アース接続端子（市販の圧縮端子）と

笠木の接続工事は、電設業者により
施工してください。

コネクターの穴に合わせて取付け用</19 に取付けます。
の穴を4ケ所あけます。

11 二重壁用ブラケット

RC 躯体や押出成形セメン ト板
/ALC などの 二重壁の 場合、二重
壁用ブラケットをRC 躯体に取付
けることで、強固な取付けが可能
になります。
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